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国
民
健
康
保
険
が
財
政
難
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
町
で
も
健

康
診
断
を
充
実
し
、
病
気
予
防

に
力
を
入
れ
て
は

町
の
集
団
検
診
は
、
原
則
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た

日
曜
日
に
実
施
す
る
な
ど
し

て
、
受
診
し
や
す
い
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
検

診
の
受
診
率
を
上
げ
病
気
の
早

期
発
見
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
健
康
診
断
で
注
意
事

項
が
出
た
方
を
対
象
に
ケ
ア
の

た
め
の
「
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
」
を

実
施
し
効
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

2002.12.3 広報おおあらい　（2）

ご
み
の
集
積
場
所
に
祝
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
み
が
出
さ
れ

た
り
、
他
の
地
区
の
人
が
通
勤

途
中
に
捨
て
て
行
っ
て
し
ま

う
。
ご
み
の
出
し
方
な
ど
に
つ

い
て
の
周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
ご
み
の
収
集
体
制
に
つ
い
て

は
、
各
戸
に
チ
ラ
シ
な
ど
で
周

知
し
て
お
り
ま
す
が
さ
ら
に
徹

底
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
ご

み
減
量
化
の
た
め
の
資
源
ご
み

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
が
不
燃

物
の
収
集
日
に
資
源
ご
み
が
集

積
場
所
に
出
さ
れ
て
い
る
状
況

も
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
町

民
の
み
な
さ
ん
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

大
洗
に
は
ノ
ラ
犬
・
ノ
ラ
猫
が

多
い
。
外
か
ら
来
て
捨
て
て
い

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
犬
の
フ
ン

な
ど
始
末
し
な
い
方
が
い
る
。

飼
い
主
に
は
自
覚
を
持
っ
て
欲

し
い定

期
的
に
茨
城
県
動
物
指
導

セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
里
親
探
し
の
制
度
な
ど
も

あ
る
の
で
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に
つ
い

て
は
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
啓

発
し
て
い
き
た
い
。

町内各所で行っているちょっくら健康館

健
康
づ
く
り
や

生
活
環
境
に
つ
い
て

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
９
月
26
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
町
内
18
会
場
で
平
成

14
年
度
の
町
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
こ
と
か
ら
町
の
将
来
に
関
す
る
こ
と
ま
で
幅
広
く
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
し
要
約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
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今
年
３
月
か
ら
お
さ
か
な
市

を
魚
市
場
で
開
催
し
て
お
り
好

評
で
す
。
こ
の
賑
わ
い
を
直
売

施
設
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

直
売
施
設
に
つ
い
て
は
研
究
会

を
た
ち
あ
げ
、
検
討
を
重
ね
て

お
り
、
漁
具
倉
庫
跡
地
を
利
用

し
、
に
ぎ
わ
い
の
場
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。
行
政
主
導
で
は

な
く
、
民
間
（
出
店
す
る
業
者
）

に
も
相
応
の
負
担
を
も
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
商
店
街
の
活
性
化
は
自

助
、
互
助
、
公
助
の
順
で
事
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
お
客
様
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
た
サ
ー
ビ
ス
が
大
切
で

す
。
永
町
に
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
を

オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
お
年
寄
り
が
集
ま
り
、
ふ

れ
あ
い
の
中
か
ら
商
店
街
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
人
に
や
さ
し
い
環
境
を

作
り
、
あ
わ
せ
て
小
売
業
の
振

興
に
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
力
を
合
せ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
永
町
の
縁
台
」

に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
と
町

内
各
地
区
へ
の
オ
ー
プ
ン
計
画

は
現
在
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

は
約
６
５
０
世
帯
、
老
々
世
帯

も
合
わ
せ
る
と
１
、１
０
０
か

ら
１
、２
０
０
世
帯
に
な
り
ま

す
。「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
永
町
の

縁
台
」
は
、
町
民
の
方
々
が
気

軽
に
集
え
る
場
と
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
今
後
は
保
健
師
を

配
置
し
健
康
相
談
や
商
店
街
で

の
買
い
物
の
御
用
聞
き
、
出
前

行
政
な
ど
人
に
優
し
い
町
づ
く

り
の
核
と
し
て
町
内
各
地
区
に

広
げ
て
い
き
た
い
。

日
曜
日
に
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の

前
で
開
か
れ
て
い
る
市
が
大
変

好
評
だ
と
聞
く
。
新
鮮
な
魚
、

野
菜
が
多
く
、
利
用
者
の
80
％

は
町
内
の
人
だ
と
い
う
こ
と
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

町
内
各
所
に
広
げ
て
い
け
な
い

か
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
で
の
夕
市

は
非
常
に
好
評
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
計
画
中
の
直
売
施
設

に
は
魚
介
類
だ
け
で
な
く
、
Ｊ

Ａ
に
も
入
っ
て
も
ら
い
農
作
物

も
並
べ
る
予
定
で
あ
る
の
で
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
生
活
市
場
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

昨
今
で
は
交
通
の
便
が
良
く
な

り
、
日
帰
り
客
が
多
く
、
な
か

な
か
宿
泊
し
て
も
ら
え
な
い
。

大
洗
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら

い
、
２
、
３
泊
し
て
も
ら
え
る

よ
う
魅
力
づ
く
り
を
し
て
欲
し

い
現
在
は
箱
物
を
つ
く
っ
た
だ

け
で
は
集
客
を
図
る
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
「
健
康

と
観
光
」
と
銘
打
っ
て
ソ
フ
ト

面
で
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。海

の
学
校
事
業
も
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ア
イ
ア
ン

キ
ッ
ズ
や
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

ク
ラ
ブ
な
ど
様
々
な
事
業
を
海

に
遊
び
、
学
び
体
験
で
き
る
よ

う
体
系
化
し
、
水
辺
プ
ラ
ザ
の

整
備
に
合
わ
せ
水
上
タ
ク
シ
ー

的
な
も
の
を
整
備
し
て
い
け

ば
、
ふ
れ
あ
い
・
体
験
事
業
を

と
お
し
て
海
の
無
い
県
か
ら
集

客
も
期
待
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

町内外の買い物客でにぎわうおさかな市

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
が
開

館
し
て
、
多
く
の
入
館

者
が
あ
る
が
町
内
に
立

ち
寄
っ
て
い
る
人
が
少

な
い
、
行
政
と
民
間
が

一
体
と
な
っ
た
活
性
化

対
策
が
必
要
で
は

まちの活性化について

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

る
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
教
室
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学
校
が
週
５
日
制
と
な
り
、
地

域
と
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
地
域

ぐ
る
み
の
子
育
て
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

町
内
の
小
学
校
区
ご
と
に
組

織
さ
れ
て
い
る
学
地
連
携
実
践

委
員
会
に
お
い
て
各
地
区
の
特

色
を
い
か
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
と
地
域
が
交
流
す
る
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洗
高
校
か
ら
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
た
い
と

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
町
が
持

っ
て
い
る
用
具
の
手
配
な
ど
協

力
体
制
に
つ
い
て
の
検
討
を
し

人
口
が
２
万
人
を
割
っ
て
お

り
、
合
併
に
よ
る
市
町
村
の
規

模
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
昨

今
、
町
の
経
営
が
や
っ
て
い
け

る
の
か
心
配
で
す

少
子
化
対
策
を
し
っ
か
り
や

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
祝
町
に
整
備
す
る
町
営

住
宅
に
つ
い
て
、
条
例
改
正
し

て
町
外
か
ら
も
入
居
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
共
に
、
町
外
者
に

は
応
募
資
格
に
子
育
て
を
す
る

年
代
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
加

え
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

学
童
保
育
や
児
童
館
的
な
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
子
育
て
を

支
援
し
て
い
く
体
制
を
整
備
し

立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
合

併
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

幸
せ
に
繋つ

な

が
る
こ
と
な
の
か
ど

う
か
、
我
が
町
の
良
い
と
こ
ろ
、

劣
る
と
こ
ろ
を
整
理
研
究
し
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
考
え
て
行
き
た
い
。

市
町
村
の
合
併
問
題
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い

合
併
あ
り
き
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
大
洗
町
が
自
立
し
て
い

く
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
大
洗
町
が
ど
の
よ
う
に
進
む

べ
き
か
研
究
す
る
た
め
、
議
会

や
町
執
行
部
に
研
究
会
組
織
を

町内の保育園（所）児・幼稚園児や小
中学生がいるご家庭に配布した「おは
ようサンカレンダー」

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。国

は
都
市
再
生
と
い
う
こ
と

で
再
開
発
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
企
業
は
地
方
に
目
を
向
け

な
い
と
い
う
環
境
に
あ
り
ま

す
。
町
で
は
大
貫
台
地
の
開
発

を
早
い
時
期
に
立
ち
上
げ
、
新

た
な
産
業
を
誘
致
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
お
り
、
長
期
的
な
展

望
を
持
っ
て
町
が
主
体
と
な
る

方
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
合
併
と
い
う
関
門
は
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り
だ

と
捉
え
て
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
検
証
す
る
好
機
だ
と

考
え
ま
す
。

人
口
対
策
や

合
併
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

て
い
ま
す
。
家
庭
教
育
の
面
か

ら
は
、
一
日
一
言
が
書
い
て
あ

る
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ

く
り
、
家
庭
に
お
い
て
の
啓
発

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
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町
の
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
績
を

た
た
え
る
、
平
成
14
年
度
大
洗
文
化
功
労
賞
表
彰

式
お
よ
び
第
28
回
芸
術
文
化
祭
入
賞
者
に
対
す
る

賞
状
授
受
式
が
11
月
３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
祭
入
賞
者�

〈
書
道
の
部
〉�

　
知
事
賞
　
菅
谷
　
邦
子
（
東
光
台
２
区
）�

　
町
長
賞
　
小
林
　
恭
子
（
ゆ
う
も
あ
村
）�

　
優
秀
賞
　
福
地
喜
千
夫
（
永
町
11
区
）�

　
　
〃
　
　
金
沢
　
重
光
（
二
丁
目
３
区
）�

　
　
〃
　
　
小
野
瀬
き
み
子
（
明
神
町
９
区
）�

　
　
〃
　
　
福
地
　
洋
子
（
新
町
２
区
の
１
）�

　
奨
励
賞
　
岡
田
　
信
次
（
永
町
14
区
）�

　
　
〃
　
　
宗
像
　
志
郎
（
髭
釜
２
区
）�

　
　
〃
　
　
加
藤
　
宗
一
（
新
町
５
区
）�

　
　
〃
　
　
川
上
　
喜
代
（
新
町
７
区
の
３
）�

　
　
〃
　
　
苅
込
　
好
子
（
永
町
５
区
）�

　
　
〃
　
　
田
山
美
矢
子
（
桜
道
７
区
）�

　
　
〃
　
　
落
合
　
勇
太
（
新
町
６
区
の
２
）�

〈
篆
刻
の
部
〉�

　
町
長
賞
　
小
松
a
好
夫
（
明
神
町
８
区
の
３
）�

　
優
秀
賞
　
飯
島
佐
智
子
（
永
町
16
区
の
１
）�

　
奨
励
賞
　
横
倉
　
ト
シ
（
東
光
台
３
区
）�

　
　
〃
　
　
須
田
　
典
雄
（
永
町
７
区
）�

　
　
〃
　
　
川
上
　
洋
子
（
桜
道
２
区
）�

〈
工
芸
美
術
の
部
〉�

　
知
事
賞
　
会
沢
　
佳
代
子
（
永
町
11
区
）�

　
町
長
賞
　
金
沢
　
愛
子
（
２
丁
目
３
区
）�

　
優
秀
賞
　
秋
山
　
く
り
（
永
町
16
区
の
１
）�

　
　
〃
　
　
鈴
木
　
豊
子
（
祝
町
２
区
の
２
）�

　
奨
励
賞
　
大
久
保
裕
子
（
東
光
台
３
区
）�

　
　
〃
　
　
永
井
　
克
子
（
新
町
１
区
の
１
）�

　
　
〃
　
　
植
田
　
芳
子
（
永
町
11
区
）�

〈
絵
画
の
部
〉�

　
知
事
賞
　
関
　
　
博
美
（
新
町
７
区
の
２
）�

　
町
長
賞
　
阿
部
　
政
常
（
角
一
３
区
の
１
）�

　
優
秀
賞
　
猿
田
　
和
江
（
寺
釜
１
区
）�

　
奨
励
賞
　
加
藤
木
元
一
（
寺
釜
１
区
）�

〈
写
真
の
部
〉�

　
知
事
賞
　
長
澤
喜
代
次
（
明
神
町
５
区
）�

　
町
長
賞
　
梅
原
　
勝
美
（
旭
村
）�

　
優
秀
賞
　
溝
口
　
邦
二
（
明
神
町
８
区
の
１
）�

　
奨
励
賞
　
萩
谷
　
　
隆
（
茨
城
町
）�

　
　
〃
　
　
一
家
　
幸
男
（
通
町
２
区
）�

〈
陶
芸
の
部
〉�

　
知
事
賞
　
佐
藤
　
雅
子
（
祝
町
２
区
の
１
）�

　
町
長
賞
　
q
橋
　
康
夫
（
新
町
10
区
）�

　
優
秀
賞
　
石
田
　
政
代
（
桜
道
４
区
）�

　
　
〃
　
　
横
倉
　
ト
シ
（
東
光
台
３
区
）�

　
奨
励
賞
　
照
沼
と
よ
子
（
桜
道
４
区
）�

〈
俳
句
の
部
〉�

　
知
事
賞
　
加
藤
　
宗
一
（
新
町
５
区
）�

　
町
長
賞
　
大
貫
千
代
子
（
浜
欠
）�

　
優
秀
賞
　
浅
見
三
千
子
（
永
町
13
区
）�

　
奨
励
賞
　
岸
根
世
司
子
（
髭
釜
５
区
）�

〈
短
歌
の
部
〉�

　
知
事
賞
　
照
沼
と
よ
子
（
桜
道
４
区
）�

　
町
長
賞
　
庄
司
千
代
子
（
仲
町
４
区
）�

　
優
秀
賞
　
関
根
　
秀
子
（
新
町
６
区
の
１
）�

　
奨
励
賞
　
堀
野
　
満
穂
（
前
原
１
区
）�

�

芸
術
文
化
祭
入
賞
者
（
敬
称
略
）�

て
ん�

瀧ヶ崎東吉さんに平成14年度文化功労賞
瀧ヶ崎東吉さん（蔵前1区）は短歌・書道の普及

に努められており、町の芸術文化の振興に尽力され

ています。

芸術文化の薫り高い町に
文化功労者＆芸術文化祭
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現在、大洗町では町内18ヵ所の花壇で19団

体250名の方々が花壇の管理を行っています。

夏季と秋季の2回、土壌づくりや花の植え込み、

除草や水やり、追肥をし、6月にはサルビアや

マリーゴールド、11月にはチューリップやパン

ジー、ビオラなどを育てています。

このたび、大好きいばらき県民会議等が主催

する「第30回花と緑の環境美化コンクール地方

審査」で新町6区の2町内会、新町10区町内会、

ライオンズクラブ、ココス、祝町地区子ども会、

祝寿会、磯浜女性会、愛友会、磯浜小学校がそ

れぞれ優秀賞を受賞しました。

みんなの努力で花いっぱいに
「第30回花と緑の環境美化コンクール地方審査」優秀賞受賞

11月3日、大洗わくわく科学館の入館者が

30万人を達成しました。30万人目の入館者と

なったのは千葉県飯岡町の長谷川さんご一家。

家族4人で大洗を訪れ、見事幸運を手にしまし

た。

長谷川さん一家には飯島館長からガリレオ温

度計と科学館のマスコットロボット「レムちゃ

ん」のペーパークラフトが手渡されました。

わくわく科学館入館者
30万人を達成

今年の8月末に青森県奥薬研
おくやげん

温

泉「夫婦かっぱの湯」の露天風呂

で大洗からおいでになったという

ご夫婦と一緒になりました。世間

話や大洗についての話をし、大変

楽しい時間を過ごさせていただき

大洗町に機会があれば訪れてみた

いと感じました。名前などを伺わ

なかったのが残念です。

その方が腕時計をお忘れになっ

たようで、今お預かりしています

連絡先などを調べることは出来な

いでしょうか。

※上記内容のご連絡が宮城県石巻

市の白川様からありました。お心

当たりの方は町総務課

@267‐5111（内線231）

までご連絡ください。
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わ
が
ま
ち
に
想
い
を
よ
せ
て

ここは庁舎の2階である。この2階に私の執務室
があり、部屋の二方がガラス張りで広い視界が広が
っています。その窓越しには、重要港湾である大洗
港、その先に悠々と広がる太平洋、青々とした大空
に、ぽっかりと白い雲が浮かんでいます。日々の天
候により表情を変える大洗町が、町民はもとより多
くの方に親しまれる豊かな資源を持った愛すべき故
郷の姿が望めます。
現在、経済、財政、教育、福祉あらゆる面で改革

が進められようとしており、合併問題もその一つに
上っています。この町の直面する現実を乗り越えな
がら次の世代にマイナス財産を残さないこと、時を
越えて残すべきものは何かを見極めてみんなで創意
工夫をし、知恵を出し合っていきたいと考えており
ます。
ほとんどの人が顔見知りであり、共に生きるコミ

ュニティーが形成されている我が町。豊かな資源を
守りながら、町民一人ひとりが精一杯自分の人生を
編んでいます。明日の天気を風向きや雲の流れに尋
ねて生きた昔の人々のように、身体や五感を自然にゆだねて生きる
大切さを忘れずに、私たちも大洗の大地にしっかりと足を踏ん張っ
て生きていきたいものです。
一年を振り返ると、待望のアクアワールド大洗水族館がオープン

し、その魅力による来遊客が増え、高校総体の開催とあいまって、
例年にも増してにぎやかな夏となりました。また一方、経済環境下
の規制緩和により、残念ながら大洗-室蘭航路フェリーが運休とな
りました。苫小牧便に組み込まれ経営状況は今のところ順調と聞い
ますが、取り巻く環境は依然として厳しいものがあります。
今年も大洗町の魅力を県内外にアピールするため、おさかな市や

おさかなフェア－、商工感謝祭、あんこう祭などたくさんの方々の
熱意に支えられさまざまなイベントを開催することができました。
厳しい環境は続いておりますが我が町の持つ恵まれた環境を活かし
元気のあるまちづくりを進めていきたいと考えております。
今年も残すところわずかとなりました。この1年間のご支援とご

協力に感謝するとともに皆さんにとって新年が輝かしい年でありま
すようご祈念いたします。

南
中
学
校

時
事
通
信
社
教
育
奨
励
賞
「
努
力
賞
」

第
18
回
時
事
通
信
社
「
教
育
奨

励
賞
」
の
努
力
賞
を
南
中
学
校
が

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
全
国

に
あ
る
時
事
通
信
社
の
支
社
、
総

支
局
な
ど
が
都
道
府
県
・
政
令
指

定
都
市
ご
と
に
教
育
委
員
会
な
ど

の
助
言
を
得
な
が
ら
公
私
立
の
幼

稚
園
、
小
・
中
・
高
校
の
中
か
ら

候
補
を
選
出
、
記
者
が
直
接
取
材

し
そ
れ
に
基
づ
い
て
選
考
、
審
査

さ
れ
ま
す
。
南
中
学
校
は
「
移
動

教
室
型
の
施
設
で
質
の
高
い
教
育

実
現
」
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

表彰

10月26日（土）涸沼と涸沼川で流域の

9市町村による秋の一斉環境調査が行われ

ました。

大洗町からは大貫小学校の児童や保護者

などが参加し、桜道公園前の涸沼川から採

水して、顕微鏡でのプランクトンの観察や

水の汚染の様子を簡単な器具や薬品を使っ

て調べました。また、川の汚れぐあいを色

別にまとめ、地図に示した水質マップを作

成し、参加した皆さんは改めてきれいな水

の大切さを実感していました。

きれいな水をいつまでも
涸沼を環境調査


